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西村証券 企業調査情報                2026/05/28 

［金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第26号：加入協会…日本証券業協会］ 

京セラ（コード 6971） 
◆通期業績推移(連結)（株式分割を考慮。27.3 予は会社側発表値） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

16.3 1,479,627 92,656 74.3 25.0 194,040 ▲106,809 ▲50,608 374,020 

17.3 1,422,754 104,542 70.7 27.5 164,231 ▲112,089 ▲47,972 376,195 

18.3 1,577,039 95,575 55.6 30.0 158,953 ▲53,128 ▲51,620 424,938 

19.3 1,623,710 94,823 71.2 35.0 220,025 ▲47,121 ▲89,056 512,814 

20.3 1,599,053 100,193 74.3 40.0 214,630 ▲145,551 ▲157,126 419,620 

21.3 1,526,897 70,644 62.2 35.0 220,821 ▲183,792 ▲80,968 386,727 

22.3 1,838,938 148,910 102.8 45.0 201,957 ▲79,457 ▲111,473 414,129 

23.3 2,025,332 128,517 89.2 50.0 179,212 ▲168,833 ▲61,257 373,500 

24.3 2,004,221 92,923 71.6 50.0 269,069 ▲158,413 ▲82,596 424,792 

25.3 2,014,454 27,299 17.1 50.0 237,918 ▲150,481 ▲64,937 444,744 

26.3 2,070,203 118,138 102.7 予52.0 226,235 74,539 ▲311,961 455,887 

27.3予 1,940,000 130,000 102.7 56.0 － － － － 

 （CF＝ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ。現金及び現金同等物は各期末値。▲はマイナス。単位は百万円、円） 

機械工具で大幅減収見込まれるが半導体関連の好調で今期も増益へ 
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26 年 3 月期は、半導体関連部品事業を中心

にコアコンポーネントセグメントが増収とな

ったことなどから、売上高が前年比 2.8％増と

なった。利益面では、前年に計上した半導体部

品有機材料事業における有形固定資産の減損

損失（約 430 億円）の影響が当期には無かった

ことや、半導体関連部品事業での黒字回復、ソ

リューションセグメントにおけるサザンカー

ルソン社の譲渡益計上などにより、営業利益は

332.8％増加した。 

キャッシュ・フロー（以下、CF）において、

現金及び現金同等物の当期末残高は 4,558 億

8,700 万円（前年度末比 2.5％増）となった。営

業活動 CF は当期利益 1,449 億 2,000 万円（前

年比 427.9％増）や KDDI 株式売却に伴う源泉

所得税の支払増などから 2,262 億 3,500 万円の

収入（4.9％減）となった。投資活動 CF は KDDI

株式など有価証券の売却による収入増などに

より 745 億 3,900 万円の収入（前年は 1,504 億

8,100 万円の支出）に。財務活動 CF は自己株

式の取得による支出増などから 3,119 億 6,100

万円の支出（前年比 380.4％増）となった。 

26/3期は半導体関連などの好調で増収増益に 

 

CFで当期末の現金及び現金同等物残高は増加 
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西村証券 企業調査速報 

本レポートは、会社側が発表した決算短信や決算説明資料などに基づき作成しており、証券投資の

参考となる情報の提供を目的としたもので、証券の売買を勧誘する目的で作成したものではありま

せん。株式の売買取引には、約定代金に対して手数料が必要となります。また、株式は、株価の変

動により損失が生じる恐れがあります。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断でなさいま

すようお願い致します。本レポートは各種データに基づいて作成していますが、その正確性・完全

性を全面的に保証するものではありませんので、予めご了承下さい。なお、本レポートの著作権は

西村証券に帰属しており、電子的・機械的などの方法を問わず、無断で本レポートを引用または複

製、転送することを禁じます。 

 

セグメント別では、売上高がコアコンポーネ

ントで前年比 10.4％増、電子部品で 2.5％増、ソ

リューションで 1.4％減。セグメント利益がコア

コンポーネント、電子部品で黒字回復、ソリュー

ションで 41.0％増となった。特に、情報通信市

場向けセラミックパッケージやデータセンター

向け有機パッケージなどが伸びた半導体関連部

品事業（コアコンポーネント）において、16.0％

増収、利益大幅黒字回復と好調に推移。サザンカ

ールソン社の譲渡完了で機械工具事業（ソリュ

ーション）が 6.5％減収となったものの、同社譲

渡に伴う一時利益の計上で 124.1％増益となっ

た。受注高は、コアコンポーネントが 9.1％増で、

中でも半導体関連部品事業が 15.6％増と大きく

伸長。電子部品も 5.7％増で堅調に推移した。 

27 年 3 月期は、売上高が 1 兆 9,400 億円（前

期比 6.3％減）、営業利益が 1,300 億円（10.0％

増）と、減収増益の見通し。 

セグメント別売上高では、コアコンポーネン

ト、電子部品とも 0.1％増の一方、ソリューショ

ンが 12.9％減に。コアコンポーネントの内訳は、

産業・車載用部品が 1.6％減、半導体関連部品が

0.1％増。ソリューションの内訳は、機械工具

40.5％減、ドキュメントソリューション 0.3％増

などとなっており、サザンカールソン社の譲渡

の影響で機械工具の売上は今期も減少しそう

だ。セグメント利益では、コアコンポーネント

で 27.6％増、電子部品で 187.0％増、ソリュー

ションで 15.7％減。コアコンポーネントでは産

業・車載用部品が 49.5％増、半導体関連部品が

12.9％増のほか、ソリューションでは前年の子

会社譲渡益計上効果のなくなる機械工具が

54.5％減となりそうだ。 

半導体関連の回復などが貢献して大幅増益に 

27/3期見通しは減収も半導体関連の好調で増益に 
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主なセグメント受注高推移（27.3予は会社側非開示）

産業・車載用部品（ｺｱ･ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ）
半導体関連部品（ｺｱ･ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ）
電子部品
機械工具（ｿﾘｭｰｼｮﾝ）
ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄｿﾘｭｰｼｮﾝ（ｿﾘｭｰｼｮﾝ）

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

21.3 22.3 23.3 24.3 25.3 26.3 27.3予

百万円

主なセグメント売上高推移
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